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自治体DX（デジタル・トランスフォーメーション）の推進においては、自治体が重点的に取り組むべき事項や
国による支援策等について、各種計画・手順書・事例集によるとりまとめが進んでいる。

重点取組事項における自治体の業務システムの改革として、「行政手続きのオンライン化」「テレワークの推
進」等が掲げられており、行政サービスの提供や職員の働き方はこれまでとの変化が想定される。

日本における自治体DXの推進状況

（出所）総務省 自治体デジタル・トランスフォーメーション（DX）推進計画等の概要
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静岡市においては、次期総合計画（第４次静岡市総合計画）における分野を横断した取組として、「デジタ
ル」を視点にした事業構築を図るべく、令和4年2月に静岡市デジタル化推進プランを策定

 2030年の目指す姿、政策の柱の一つとして「行政のデジタル化」を掲げ、「市民の利便性向上」や「行政運営
の効率化と生産性向上」に関する取組を進めている。

静岡市における自治体DXの推進状況

（出所）静岡市デジタル化推進プラン
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庁舎における市民サービス機能の具体例（他都市事例）

施策例 概要 事例

１ ワンストップサービスの導入 総合窓口の設置、申請様式の統一化・基本情報の共有化等 品川区・宝塚市等

２ 窓口および待合スペースの環境整備 電子掲示板、窓口サービスシステムの設置 仙台市・潟上市等

３ 各種行政手続きの電子申請の拡充 スマホ等から申請できるサービスを拡充
港区・中野区・加賀市
等

４ 相談機能の充実
相談ブース等を相談内容や頻度に応じて適切に配置、個⼈情報
やプライバシーの保護に配慮

豊島区

５ 案内機能の充実
外国⼈向けの手続案内、情報提供、各種相談にも対応できる窓
口等

品川区

６ 書かない窓口
住民自身が手書きで記入する以外の方法で提出書類（申請書
等）を作成

豊島区・鎌倉市・藤枝
市等

７ フロアマネージャー 来庁者に対する総合案内・手続き支援サービスの提供 清瀬市・宇部市等

８ チャットボット（AI） 行政情報についてPCやスマホから24時間365日質問可能 広島市・町田市等

９ リモート窓口
出先窓口と担当部署を遠隔でつなぐ仕組みにより、身近な窓口
でより多くの手続や相談を可能にする

北九州市・盛岡市等

市民サービス機能に関する施策例

全国各地の市庁舎（またはソフトの行政サービス）において、デジタルの活用を含め、市民の利便性向上のた
めの様々な施策の実証・実装が進んでいる。
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静岡市のテレワークの推進状況

静岡市では、多様で柔軟な働き方、長時間労働を前提としない生産性を重視した働き方として「テレワーク」
を推進。これまでに、テレワークの導入工程等を示す「静岡市職員テレワーク・ロードマップ」の策定、「職
員用サテライトオフィス」の利用開始、「モバイルワーク勤務」の実証開始、「在宅勤務制度」の試行と段階
的に取組を進めている。

①在宅勤務

②モバイルワーク

③サテライトオフィス

④ペーパレス化

⑤テレビ会議・Web会議

⑥フリーアドレス

静岡市のテレワークの姿 テレワークが可能な環境

（出所）静岡市職員テレワーク・ロードマップ


